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１．はじめに 

本工事は、赤砂第３砂防堰堤の現況復旧を目的に平成 28 年 7 月から始まり、破損している右岸側コ

ンクリート堰堤とコンクリート副堰堤及び側壁、間詰め部を構造物取壊工として V=373m3、残存化粧

型枠によるコンクリート副堰堤として V=49m3、同じくコンクリート側壁工として V=152m3、側壁補修

工として V=35m3 を新設し、本体との一体化を図り外力に対する安全な構造とし機能を復旧させる工事

です。工事一時中止まで、左岸側の崩壊法面対策、施工箇所への工事用道路、土留・仮締切工として

大型土のうの施工を完了しておりました。 

本年は、左岸側副堰堤と両岸側壁を施工する為、安全管理及び安全確保を重点とした当現場での工

夫について紹介します。 

                     

着工前（平成 29 年 4 月下旬）         完成（平成 29 年 11 月中旬） 

   

 

切断状況         取壊し完了                    切断面 

   



２．副堰堤施工の為の工事用道路について 

  ワイヤーソーイングで切断した右岸側本堤を取壊した後の左岸側側壁補修へ向かう搬路の確保が困

難を極めました。先ず、第一に本堤水通しから副堰堤水通しまで直高 H=7.5ｍ（水叩きまで 9.0m）の

高低差があり、本堤と副堰堤間の距離ℓ=15.5m、勾配 48.4％をクリアする工事用道路を構築する必要

がありました。高低差を出来るだけ緩和する方向で、監督員・主任監督員、コンサルタントを交え検

討し、このままでは高低差が大きい事と大型土のうの最大積上げ高８段までとしたルールの中で、当

初の取壊しラインより H=2.5m 下げた位置で、ワイヤーソーイングの切断にて既設コンクリートとの切

り離しを行ってから、大型ブレーカー取壊しの選定としました。これにより取壊しラインを 2.5m 下げ

て切断を行った事により、高低差 H=5.0m、距離ℓ=14.5m、勾配 34.5％（約 18 度）、最大土納積上げ高

７段となり、再生砕石で大型土のうの段差を解消した場合、バックホウの最大登坂能力を犯す事無く、

より安全に施工出来る計画となりました。 

現地にて、大型土のうを用いた工事用道路の製作に取り掛かります。滞水する水中に大型土のうを

クレーン仕様バックホウ（0.8ｍ3 級、2.9ｔ吊）で投入します。その際大型土のうは、水上又は水中

となり玉掛け作業者の足場が無い為、荷を吊った状態から外せなくなります。ここで、作業員の足場

の安全を確保する目的で、吊りクランプにロープを取付けてゆっくりとそのロープを伸ばしながら吊

荷を行い、玉掛け作業者がそのロープを引くと大型土のうを外せるようにしました。工事用道路に用

いた大型土のうは、後に側壁補修での仮締切材として利用する為、袋の損傷を最小限に考えた作業を

行い n=470 袋を設置しました。 

大型土のうの製作から工事用道路が出来るまで時間は掛かりましたが、今出来る最も安全な方法を

選択し、大型土のうでの工事用道路製作を進められ副堰堤水通しに、無事バックホウが到着しました。 

 

       大型土のう投入                 副堰堤到着 

   

 

３．渡河施設（コルゲート排水路） 

右岸側から左岸側へ重機及び資材の運搬路として、φ2000 ㎜×6.0m の鋼製コルゲート排水路を副堰

堤下流に 4 本セットし、毎分 51m3 の最大流量をカバーします。河床の高さ調整及び整正を行い、セッ

トする際に排水管下部のＲ部分がどうしても充填不足になりやすい為、工事用道路製作時に使用した



大型土のうを用いて、Ｒ部分を補強し水の浸入する量を軽減しました。上部に於いては上下流に同じ

く大型土のうを並べた後、間には土砂を利用し充填を行い、天端部に敷鉄板(6.0ｍ＊1.5ｍ)を 4 枚敷

設し万一に備えました。完成したコルゲート排水路には、転落防止のロープ柵と注意喚起のラミネー

トを明示し、作業員全員に周知するなど、作業員の安全確保に努め施工しました。工事施工に合わせ

て毎月の安全訓練では、避難訓練を実施し如何に迅速に安全な所へ行けるか競争し合い、これも互い

の意識高揚に繋がりとても良い結果となったと思います。日々進化していく現場環境の中で、現場な

らではの持ち味を出せる事が大切だと教えてもらいました。 

 

        通常時の河川                台風による増水時 

      

      

 

４．工事用道路（斜路）での安全性向上 

 施工箇所への進入には、現場条件により工事用道路勾配 33％となることから、滑落対策を重点に検

討しました。工事用道路走行面にメッシュ枠型プレートを敷設し、現地にて連結溶接する事により地

盤とのズレを防止しました。さなにメッシュ枠内には再生クラッシャーラン 80 ㎜を敷き詰め、重機械

の滑落防止対策を行いました。オペレーターからも、「この安全対策は、すばらしい！」と素直な一言

を頂き嬉しく思えました。 

これにより雨天時でも重機械の滑り、滑落も無く安全性向上につながりました。 

 



メッシュ枠型プレート布設 

   

 

５．工事事故防止に係る活動について 

 安全訓練の取り組みとして、隣接する銅山川砂防出張所が管轄する他工事と協議会を設置し、安全

意識を高めるよう協議会にて講習・訓練を行いました。その一例をご紹介いたします。 

昨今、山形県警察本部が企画している、交通安全ゆとり号（運転適性診断・指導）を活用し訓練・指

導に利用しました。ゆとり号（マイクロバス）には運転に必要な判断・動作や注意力などを診断する

器材を搭載しており、診断結果表が即座に配布され、判断反応の速さやムラ、正確な操作安定度など

が診断・指導されます。この結果を基に現場作業での指導に有効に利用し、内容の濃い安全訓練・安

全意識の高揚に役立ちました。  

                 味来館にて「ゆとり号」合同安全訓練 

 

 

 

 

 

６．終わりに 

 銅山川をインターネットで調べると、「月山を始めとする出羽山地からの湧き出る豊富な水量で知ら

れ、いわゆる暴れ川である」と記載されておりその支流の赤松川も含め、当現場では台風接近時に急

激に増水した爪痕が左岸側堰堤背面に設置した量水標（5ｍスタッフ）に残っていました。いつもは、

堰堤水通し天端より 10～20 ㎝の水位で流れていましたが、増水後は約 1.5ｍの位置に草や根が引っ掛

かっていた事が、私の記憶に鮮明に強く残りました。 

 新庄河川事務所、銅山川砂防出張所の皆様、地元滝の沢地区の皆様のご協力を頂き、誠に感謝申し

上げます。 

工事完了まで『安全無くして完成無し・工夫無くして進歩無し』を現場スローガンに、コミュニケ

ーションをさらに高め無事故・無災害で工事完成をめざします。 


